
さ
れ
た
。
外
務
省
版
に
不
満
足
な
る
癖
は
余
は
嘗
て
指
摘
し
た
事
が
あ
る
。

薩
っ
て
一
八
頁
註
（
1
2
）
に
於
て
U
o
芝
餌
を
∪
野
と
讃
む
事
が
趨
る
の
で

あ
る
。

　
…
一
　
蕪
頁
に
、
・
・
ユ
ヤ
グ
が
禺
て
く
る
が
、
、
・
二
陽
グ
は
海
西
堂
は
西
夏
に
當

る
三
葉
で
あ
る
。
後
に
も
出
て
く
る
語
で
あ
る
。
叉
メ
ユ
ヤ
グ
と
も
云
ふ
。

　
｝
～
…
　
一
…
頁
、
　
フ
ヘ
ム
バ
　
・
　
ハ
　
ン
σ
ホ
の
印
度
西
誌
一
儲
教
噛
入
は
紘
ツ
「
γ
ッ
ト
．
ψ
ア
ヤ
ン

ド
ラ
・
グ
ス
の
校
語
種
カ
ル
カ
ッ
タ
に
て
出
版
せ
ら
れ
た
G
鐙
書
佛
教
史
の

部
績
刊
せ
ら
．
れ
る
出
を
嶽
窪
し
て
あ
っ
た
が
維
に
出
で
な
か
っ
た
。

　
二
五
九
頁
、
白
頭
を
飼
教
徒
2
と
す
る
は
當
ら
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
か

の
有
名
な
る
入
藏
宣
教
師
が
白
梅
の
イ
ッ
ポ
リ
ト
・
デ
ジ
デ
リ
と
肖
構
す
る

所
を
以
て
見
れ
ば
瞬
教
徒
で
な
い
。
必
は
カ
シ
ュ
ミ
イ
ル
人
を
由
頭
と
呼
ぶ

ん
で
は
な
い
か
と
も
思
ふ
が
余
に
は
詳
か
で
な
い
。

　
二
九
七
亘
、
「
小
字
捲
・
鳥
越
セ
芝
明
か
に
散
け
名
に
な
っ
て
み
る
の
は
喜
ば
し

い
。
余
は
欝
て
フ
ウ
ト
課
の
既
虞
を
改
寒
入
せ
ね
ば
た
、
ら
た
ハ
い
寓
－
を
…
粥
摘
し
た

寓
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
な
既
書
は
親
存
し
て
騰
り
、
シ
ベ
リ
ア
地
方
で
景
印
、

刊
待
さ
れ
も
し
た
Q
蒙
文
名
を
隈
メ
ル
ゲ
ッ
ト
・
ガ
ル
7
・
イ
ン
・
オ
ロ
ン
」

と
云
ふ
。

　
燭
二
七
頁
、
蓄
電
源
流
の
原
名
…
は
矢
張
り
余
は
替
［
成
し
…
灘
い
Q
虚
夢
氏
の

老
鴬
を
見
よ
Q
余
は
ッ
ウ
ト
4
3
改
澤
に
大
磯
賛
戒
し
て
四
種
の
書
の
略
名
ハ
を

合
併
し
た
も
の
と
見
た
い
が
、
ま
だ
定
ま
ら
．
な
い
。

　
以
上
…
堪
な
る
思
ひ
付
き
を
書
い
て
、
詳
か
な
る
論
灘
を
抄
出
し
な
か
っ
た

の
は
失
禮
で
あ
る
が
、
何
れ
叉
モ
ッ
ト
研
究
し
て
定
ま
れ
ば
詳
論
す
る
機
が

あ
ら
う
と
思
ふ
。
こ
・
で
は
さ
う
必
要
も
な
か
ら
う
と
浮
上
し
た
。
（
磁
界
文

豪
古
㎎
．
暁
．
教
史
、
昭
和
十
誰
年
十
一
薄
、
蒙
難
典
籍
刊
行
會
獲
麟
、
菊
剣
郷

○
八
買
、
電
軸
受
闘
、
蒙
古
早
雪
教
典
、
曙
和
十
鷲
年
十
二
月
、
輩
活
羅
爽

行
、
菊
判
四
三
〇
頁
、
定
績
購
闘
五
〇
銭
）
〔
石
濱
純
太
郎
〕

鵠
炭
び
げ
餐
二
哩
恥
矯
騨
●
図
乙
　
同
汐
O
㊦
O
O
留
O
簿
凶
O
訟
　
⇔
臨
。
◎
O
〈
8
酔

⇔
騎
凱
6
鑑
ま
望
樫
㊦
曹
　
ピ
O
膨
自
O
類
層
寓
倉
ρ
◎
ヨ
留
剛
穀
謬
℃
回
㊤
㊤
ゆ
り
。

　
糺
會
主
義
の
國
ソ
聯
邦
。
擬
腺
穂
…
乱
調
脚
圃
の
嶽
…
の
中
に
立
っ
て
、
棄
照
…
大

陸
政
策
を
論
じ
南
澹
二
本
の
行
手
を
凝
卜
す
る
時
に
、
ソ
聯
邦
ほ
彊
と
奮
っ

て
も
大
き
な
存
在
で
あ
る
。
今
や
ソ
聯
邦
の
碑
寵
は
聴
に
興
味
深
い
と
も
　
…
爵

ひ
う
る
で
あ
ら
う
。
併
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
典
燕
主
義
耽
會
の
検
討
に
際
し
て

拷
幽
し
い
榔
市
工
業
の
獲
展
に
限
、
，
ば
は
れ
、
農
村
に
動
き
つ
き
あ
る
情
勢

を
見
落
す
な
ら
ば
、
ソ
通
人
蝿
生
活
の
理
解
は
不
完
憂
を
汚
れ
な
い
。

　
近
時
の
華
々
し
い
工
業
建
設
の
反
繭
に
於
て
、
資
シ
ア
入
戸
の
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
は
農
斑
で
あ
つ
で
、
ソ
聯
邦
、
は
俵
然
と
し
て
畏
業
國
の
名
に
恥
じ
な

い
。
醐
7
1
鳩
最
近
に
於
け
る
ソ
聯
國
力
の
急
連
な
叢
展
は
、
　
一
九
一
七
年
の
輩

名
跡
二
十
…
歎
年
の
間
、
革
．
命
政
…
肘
が
實
質
的
に
握
り
得
な
か
っ
た
道
内
の
全

資
源
を
、
漸
く
確
保
．
す
る
こ
と
に
威
功
し
た
結
果
で
あ
る
。
三
寸
湿
婆
に
於

て
ボ
ル
シ
ェ
ヅ
イ
ッ
ク
は
實
に
灘
農
村
政
策
に
失
敗
し
た
の
で
あ
り
、
爾
楽

流
石
の
ソ
面
隠
府
も
農
蟻
を
向
ふ
に
ま
わ
し
て
手
を
焼
い
て
來
た
の
で
あ
っ

た
。　

さ
て
、
本
誰
の
記
蓮
は
1
7
シ
ア
に
於
け
る
饗
奴
の
厳
器
か
ら
始
め
ら
れ
て

み
る
。
既
に
十
七
世
紀
の
牛
頃
に
ほ
確
實
な
霧
准
と
な
っ
て
み
た
㍑
シ
ア
の

農
奴
は
、
一
八
六
一
年
の
解
放
令
に
よ
っ
て
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
そ
の
後

（　1．6tl　）

紹

介

徽即

�
戟
u
轟
ハ
巻
・
　
第
二
號
　
　
　
　
鵬
瓢
鍼



介

櫨
剛
二
十
山
ハ
巻
　
　
籔
ド
ニ
簿
姻
　
　
　
…
瓢
滋
編
ハ

に
於
け
る
最
も
電
火
な
事
件
は
、
一
九
〇
六
年
の
ス
ト
ル
イ
ピ
ソ
の
農
業
改

革
で
あ
っ
た
。
串
世
的
土
地
綱
度
の
破
壌
、
共
有
地
の
私
幣
化
を
以
て
、
近

代
資
木
主
義
的
農
業
へ
の
縛
換
を
懸
り
、
農
民
の
土
地
私
有
歓
を
満
足
せ
し

め
る
こ
と
に
依
っ
て
、
農
民
を
私
宥
財
趨
緯
度
の
破
壌
を
企
團
す
る
と
こ
ろ

の
プ
μ
レ
タ
リ
ァ
革
命
電
動
の
防
塞
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
“
．
而
も
そ
の
結

果
は
、
嘗
て
の
地
主
…
勤
麟
凝
民
の
欝
立
．
閲
…
係
に
代
っ
て
、
富
江
賊
響
冒
買
麟
凝
の
勤
立

を
鍮
じ
、
貧
農
の
不
滴
は
や
が
て
一
九
一
七
年
の
草
命
を
惹
起
す
る
一
陳
閃

と
な
っ
た
。

「
一
九
一
七
年
の
所
謂
ナ
月
革
命
の
後
、
輩
命
政
府
は
内
外
の
非
常
時
局
に

際
曾
し
て
職
質
共
羅
主
義
を
暴
行
し
た
。
土
地
を
國
有
化
す
る
と
共
に
、
「
パ

ソ
の
爲
の
十
字
軍
」
は
穀
物
の
強
制
徴
叢
を
暴
行
し
た
縮
果
、
途
に
濃
毘
の

反
抗
は
ソ
聯
政
櫨
の
根
抵
を
危
く
す
る
に
至
り
、
一
九
二
…
年
に
は
新
潮
濟

政
策
、
研
踊
浦
ネ
ッ
プ
の
探
用
を
蝕
…
儀
な
く
さ
れ
た
9
こ
の
ネ
ッ
プ
に
よ
る
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ラ
ロ
グ

毘
纏
濟
力
の
岡
復
は
な
る
ほ
ど
顯
著
で
は
あ
っ
た
G
併
し
、
富
農
の
勢
力
が

漸
次
増
大
す
る
と
流
ハ
に
、
共
選
滋
鷲
城
の
敗
北
、
資
本
主
義
へ
の
∵
歩
後
邊
だ

と
の
誹
は
認
れ
．
な
か
っ
た
。
漸
く
ぬ
九
二
七
年
に
棄
っ
て
、
農
業
の
根
本
政

策
と
し
て
集
囲
魚
種
が
徳
用
せ
ら
れ
、
翌
一
九
二
八
年
に
始
ま
る
徽
次
の
職

箇
年
計
彊
に
於
て
、
富
農
の
清
算
、
農
業
の
就
會
主
義
化
が
企
圓
ぜ
ら
れ
る

と
爽
に
、
か
翼
る
國
家
の
手
に
よ
る
農
渥
資
源
の
確
保
を
背
景
と
し
て
、
工

業
ソ
聯
の
建
設
に
飛
躍
的
遮
進
が
縛
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
欝
灘
酒
業
の
滑
革
を
克
明
に
描
絵
，
、
だ
し
た
著
者
は
、
後
小
ナ
に

於
て
、
今
や
ソ
聯
の
集
…
醐
的
農
業
無
槻
濟
細
…
度
の
中
核
的
形
能
心
と
．
な
っ
た
コ
ル

ホ
ー
ズ
（
共
懲
農
場
）
の
解
捌
を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
試
み
る
G
コ
ル
ホ
ー

ズ
の
組
織
、
継
欝
方
法
、
蓬
髪
の
分
附
規
約
、
ト
ラ
ク
ダ
ー
の
閥
題
等
に
つ

き
、
詳
測
な
解
析
が
行
は
れ
て
を
り
、
本
瞥
の
世
嗣
亀
蕪
に
あ
る
と
思
は
れ

る
○
要
す
る
に
、
馳
喪
の
姪
轄
か
ら
漸
く
織
し
得
た
惚
シ
ア
の
牛
蝿
は
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

作
農
と
な
り
得
ず
に
、
集
塊
経
翼
下
に
お
い
て
恰
・
も
工
場
麟
．
鋤
…
者
の
如
き
地

翫
に
を
か
れ
た
。
嘗
て
の
地
主
の
位
置
が
今
や
ソ
聯
邦
馬
方
に
よ
っ
て
、
と

っ
て
替
は
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
白
蓮
に
於
て
、
蕩
講
は
純
客
翻
酌
な
立
場
を
襟
期
し
、
著
者
肖
ら
…
…
践
ふ
如

く
、
自
己
の
批
判
は
努
め
て
避
け
ら
れ
て
み
る
。
こ
の
瀦
、
論
交
と
し
て
の

迫
力
は
少
く
、
讃
後
の
昧
ひ
に
一
権
の
物
足
り
な
さ
は
あ
る
が
、
淡
々
と
而

も
手
堅
く
克
明
に
筆
を
幾
め
て
み
る
。
著
者
は
嘗
て
ソ
聯
に
在
佐
し
た
こ
と

も
あ
り
、
使
用
さ
れ
た
統
計
資
料
は
す
べ
て
ソ
聯
政
府
公
表
の
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
統
計
数
字
は
、
｛
貰
施
、
さ
れ
た
駄
會
主
義
政
策
の
樂
螂
…
的
な
部
面
の

意
字
が
、
特
に
妊
ん
で
搬
用
さ
れ
て
る
る
鰍
に
讃
齎
の
注
意
を
喚
趨
し
て
み

る
G

　
現
今
、
ソ
聯
邦
の
甜
究
は
電
要
で
あ
り
繋
属
も
深
い
“
併
し
な
が
ら
、
　
～

般
に
ソ
聯
研
究
資
料
は
多
い
と
は
．
冨
へ
な
い
。
四
シ
ァ
語
に
不
肖
擁
す
る
と

な
れ
ば
術
更
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
於
け
る
農
業
問
題
は
翠
な
る
農
業
問
題
た

る
に
止
ま
ら
ず
、
實
に
ソ
郵
政
雛
の
存
立
を
そ
の
根
抵
か
ら
揺
ぶ
る
性
質
の

重
大
闘
題
で
あ
る
だ
け
に
、
猛
毒
の
如
き
は
ソ
聯
邦
．
の
國
情
の
理
解
に
資
す

る
た
め
、
廣
ハ
く
読
駁
に
讃
讃
れ
て
よ
い
好
著
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
三
一
六
頁
、
丸
諜
鼓
、
姶
試
閥
五
拾
鷲
）
〔
三
上
正
利
〕

（王6r！）


